
～オンライン開催～

参加費無料

CTFとはCapture the Flagの略で、情報セキュリティ分野で技術を競い合うゲームです。専門知識や
技術を駆使して隠されているFlag（答え）を見つけ出し、時間内に獲得した合計点を競い合います。

日本またはウクライナに在住の方

１日目

日本時間 19：00～21：00
講演、Lightning Talks

２日目

日本時間 19：00～22：00
Capture the Flag

プログラム・参加申込方法は裏面へ

オンライン（当日はZoomを使用します）

※両日ともに受付開始は18：30

NTT西日本のセキュリティプリンシパル、農林水産省の最高情報
セキュリティアドバイザー。セキュリティコミュニティ「WEST-SEC」主宰。
著書やWeb記事、講演など多数。

講師 粕淵 卓 / WEST-SEC

サブ講師： 厚朴 優樹、市川 久哲 / WEST-SEC

かすぶち たかし

日本・ウクライナ・日ウ混合の３種類のチーム（1チーム3～4名程度）に分かれて
合計点を競い合います。
※事前にチームを組んで参加することも可能です。詳細は申込URLをご参照ください。

対象者

チーム分け

参加方法

※日英同時通訳入り



18：30 受付開始
19：00 開始
※両日とも同様です。プログラム

１日目（日本時間 19:00～21:00）

２日目（日本時間 19:00～22:00）

① 開会挨拶 総務省 総務審議官 今川 拓郎

③ 講演（日本）「AIセキュリティ ～ プロンプトインジェクションの裏側」
株式会社リチェルカセキュリティ セキュリティエンジニア 辻 知希

② 講演（ウクライナ）「進化する脅威の状況 ～ 継続的な学習と適応で先手を打つ」
国家特殊通信情報保護局 サイバー保護センター副センター長 ブラッド・スタイラン

④ Lightning Talks（3分×10名）

⑤ 閉会挨拶 デジタル改革省 次官 ヴァレリヤ・イオナン

参加申込方法

サイバーセキュリティに関してプレゼンを
したい方は、申込フォームよりご応募く
ださい！
※登壇応募者から選定いたします。

大学生・院生、高専生、短大生、若手の社会人（入社１～５年目）などをメインター
ゲットとしておりますが、どなたでも参加できます。
CTFが初めての方も楽しめる問題を多数用意しています。ぜひご参加ください！

本イベントへの参加を希望する方は、
二次元コードまたは以下URLよりお申し込みください。
https://forms.office.com/r/arCVxR78nF
・１日目または２日目のみの参加も可能です。
・当日のイベントURLは参加者のみに後日ご案内します。
・総務省報道発表URL：https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-
news/01tsushin08_02000180.html
※参加申込時に取得した情報は、本イベントへの運営に必要な範囲でのみ使用します。
※申込受付業務及び受付後のご案内は、請負事業者のアイ・シー・ネット株式会社が行います。

※定員：約200名 ※応募者多数の場合は抽選といたします。Capture the Flag

ウクライナ・国家特殊通信情報保護局
が作成した問題も出題されます！

主催：総務省
協力：ウクライナ・デジタル改革省、

国家特殊通信情報保護局

申込に関する問い合わせ
アイ・シー・ネット株式会社 三浦・齋藤
メールアドレス : ctf_ukrainejapan@icnet.co.jp

※定員：なし

国際的に知られたサイバーセキュリティ専門家、倫理的ハッカーであり、ペネトレーションテスト、ソー
シャルエンジニアリング、セキュリティ啓発を主な専門分野としている。複数のサイバーセキュリティ・カン
ファレンスを共同主催。ブロガー、ポッドキャスト・プロデューサー、カンファレンス・スピーカーとしても著名。

CTFプレイヤー、バグハンターとしても活動。SECCON CTFの運営メンバーであり、CTFの世界大会
であるDEFCON CTF Finalsへ複数回出場。GoogleやFirefoxを含む多数のWebサイトやソフト
ウェアの脆弱性を発見し報告した実績がある。
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